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▼こどもデイルームみらい案内図

平和台病院 進めています

安心して子育てができる環境づくり’

令
碓田線

こ
ど
も
デ
イ
ル
ー
ム

み
ら
い

惚
臓
病
院

P

（
未
来
館
）

P

最寄りの駅
JIR成閏線・新木駅から徒歩12分
布佐駅南回からシヤトルバス7分

ら徒歩12
､ルバス7

●

▼配置図

’ 含
月
蛎
日
（
月
）
か
ら

脱衣所 調理室・調乳室
’

浴室 安静室

保育室玄関

安静室
ﾄイレ

病
児
保
育
と
は
、
病
気
回
復
期

〈
左
表
参
照
）
に
あ
り
ま
だ
安
静
が

必
要
で
、
一
般
の
保
育
園
で
の
集
団

保
育
が
困
難
な
時
期
の
お
子
ざ
ん
を
、

一
時
的
に
専
門
の
保
育
所
で
保
育
す

る
も
の
で
す
。

平
和
台
病
院
敷
地
内
に
新
た
に
設

置
さ
れ
た
病
児
保
育
所
宮
ど
も
デ

イ
ル
ー
ム
み
ら
と
〈
左
上
案
内
図

参
題
で
、
同
病
院
の
看
護
師
と
保

育
士
の
２
人
が
常
駐
し
て
保
育
に
あ

た
り
ま
す
。

こ
ど
も
デ
イ
ル
ー
ム
み
ら
い
は
、

同
病
院
の
院
内
保
育
所
（
病
院
職
員

の
お
子
さ
ん
の
保
育
所
）
「
未
来
館
」

の
中
に
あ
り
（
一
階
部
分
）
、
延
べ

床
面
積
印
・
妬
平
方
メ
ー
ト
ル
。
保

育
室
、
安
静
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
を

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
我
孫

子
市
で
は
謹
病
児
保
育
所
「
こ
ど
も
デ
イ
ル
ー
ム
み
ら
い
」
を
今

月
牽
旦
且
、
平
和
台
病
院
に
委
託
し
て
開
設
し
ま
す
。
今
号
で

は
、
施
設
内
容
と
利
用
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
お
子

ざ
ん
で
す
。

①
生
後
幻
日
目
か
ら
就
学
前
日
ま
で

の
児
童

②
保
護
者
の
勤
務
の
都
合
や
傷
病
、

事
故
、
出
産
、
冠
婚
菱
奪
に
よ
り

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
児
童

③
市
内
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録

完
備
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
－
る
お
子
さ
ん

◎病気回復期のお子さんとは

日常的な病状（かぜ、消化不良など)…急性期を経過後

伝染性疾病(はしか､水痘､風しんなど)"急性期を経過後

慢性疾患（ぜんそくなど)………………発作が治まった後

外傷性疾患（やけどなど)……･－………病状が固定した以降
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し
て
い
る
児
童
、
ま
た
は
市
外
か
ら

市
内
の
保
育
園
（
無
認
可
を
除
く
）

に
通
園
し
て
い
る
児
童

■
ｐ

」
開
設
日
時

ロ
４
４

利
用
時
間
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
…

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
、
土
曜
日

：
牛
前
７
時
か
ら
午
後
０
時
如
分

休
所
日
日
曜
日
、
祝
休
日
、
哩
月

四
日
か
ら
１
月
３
日

利
用
期
間
連
続
し
て
７
日
以
内

定
員
１
日
に
つ
き
４
人

利
用
料
対
象
児
童
が
市
民
の
場
合

は
４
時
間
以
内
１
０
０
０
円
（
市
民

以
外
２
０
０
０
円
）
、
４
時
間
を
超

え
る
場
合
は
１
時
間
に
つ
き
２
５
０

円
（
市
民
以
外
５
０
０
巴
が
加
算

※
４
時
間
を
超
え
る
場
合
、
１
時
間

、

市
内
局
番
が
４
桁
に
増
え
、
掲

載
で
き
る
情
報
量
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
、
今
号
か
ら
問
い
合
わ
せ

「
仕
事
を
ど
う
し
て
も
休
め
ず
、

無
理
を
言
っ
て
友
人
に
預
か
っ
て

も
ら
っ
た
が
、
心
配
で
一
日
仕
事

が
手
に
付
か
な
か
っ
た
」
な
ど
、

お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
時
の

大
変
さ
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
働
く

両
親
に
と
っ
て
、
病
児
保
育
は
切

実
な
要
望
で
し
た
。

今
回
、
平
和
台
病
院
の
全
面
的

協
力
を
い
た
だ
き
、
「
こ
ど
も
デ

イ
ル
ー
ム
み
ら
と
を
開
設
し
ま

す
。
重
症
で
本
格
的
な
治
療
が
必

要
な
ケ
ー
ス
や
、
感
染
の
恐
れ
が

切
実
な
要
望
に
こ
た
え
て

広
報
記
事
の
表
記
を
省
略

市
長
褐

急
を
要
す
る
場
合
は
、
利
用
当
日

に
、
電
話
で
定
員
に
余
裕
が
あ
る
か

を
確
認
し
、
平
和
台
病
院
の
医
師
の

診
断
を
受
け
て
く
だ
き
い
。

通
常
は
、
可
能
な
限
り
前
日
ま
で

に
「
こ
ど
も
デ
イ
ル
ー
ム
み
ら
い
」

に
電
話
予
約
を
し
、
病
気
回
復
期
で

あ
る
こ
と
の
証
明
を
か
か
り
つ
け
の

医
師
な
ど
か
ら
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

固
こ
ど
も
デ
イ
ル
ー
ム
み
ら
い
壷

囲
７
１
８
９
１
１
７
８
３
（
平
日
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
土
曜

日
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
０
時
如
分

ま
で
）
、
子
育
て
支
援
課
・
内
線
４

４
７

未
満
の
端
数
は
切
り
上
げ

■

■

強
い
時
期
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん

が
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
一
歩
前

進
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
子
育
て
す
る

皆
さ
ん
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
は

他
市
に
き
き
が
け
て
実
現
し
ま
し

た
。
「
子
ど
も
の
遊
び
場
・
親
子

の
交
流
の
塗
づ
く
り
も
今
年
か

ら
始
め
ま
す
。

夢
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
ま

ち
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

の
表
記
を
間
に
省
略
し
ま
す
。

例
旧
問
い
合
わ
せ
広
報
室

新
圖
広
報
室

利
用
す
る
に
は

燭
滞
確
〃 口

4

タ

安 ,し，と
、

ゆとりの健康福祉都市をめざして
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市
で
は
、
屋
内
自
転
車
駐
車
場
の

平
成
畔
年
度
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
現
在
利
用
中
の
方
も
、
再
度
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
階
部
分
の
利
用
料
は
、

今
回
申
請
分
か
ら
年
払
い
（
３
７
２

０
円
）
に
な
り
ま
す
。

利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平
成
巧

１
酔
眼
伽
蝿
■
■
顧
幽

、

国
道
３
５
６
号
の
寿
交
差
点
と
我

孫
子
駅
方
面
を
結
ぶ
道
路
の
一
部
が
、

２
月
の
末
か
ら
一
方
通
行
に
な
り
ま

す
。
（
下
図
参
照
）

こ
の
道
路
は
、
駅
方
面
か
ら
交
差

点
に
進
入
す
る
場
合
、
対
応
す
る
信

号
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
交
差
点
の
出
入
口
付
近
は

乗
用
車
な
ど
の
す
れ
違
い
が
難
し
く
、

見
通
し
の
悪
い
急
カ
ー
ブ
も
あ
る
た

寿交差点(国道356号)から
我孫子駅方面への道路が

’

■
門
現
在
利
用
中
の
方
も
申
請
を
川
Ⅲ

屋
内
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
者
を
募
集

一方通行に
年
３
月
訓
日

利
用
対
象
勤
務
先
や
家
が
各
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
方

駐
車
場
名
我
孫
子
駅
北
口
自
転
車

駐
車
場
、
本
町
３
丁
目
自
転
車
駐
車

場
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南
、

⑳
轆
麗

ｊ
千
ョ
匡
正

め
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
い
場
所

で
す
。こ

の
た
め
、
交
差
点
か
ら
の
進
入

の
み
の
一
方
通
行
と
し
、
駅
方
面
か

ら
は
進
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫
子
警

察
署
云
７
１
８
２
１
０
１
１
０
へ

ぐ
一
方
通
行
区
間
図

③⑭⑭⑳⑤⑳｜
◎自転車

受付日時3月旧(金)から30日(士)午前6時il
から10時･午後4時から8時(日曜日を除く）｜

申請から利用まで①申請書(管理人室に用

意)に必要事項を明記し､管理人窓口に提出

②駐軸置を階別に抽選で決定0定期カー，

ドを窓口で購入(我孫子駅北口本町3丁目｜

自転車駐車場の1．2階は月別ｼー ﾙを購入、’

3階は年払い3720円)0定期ｼー ﾙを交付

◎原動機付き自転車(50cc以下)|

受付日時3月伯(金)から12日(災)午前6時

から10時午後4時から8時(日曜日は除く）

申請から利用まで①申請書(管理人室に用｜

意)に必要事項を明記し､管理人窓口に提出’

0申請書を-括審査し､応募者多数の場合は

抽選で決定｡利用決定者には､3月208まで

にﾊガｷで結果を剛(抽選にもれた方は，｜

ｷｬﾝｾﾙ待ち予約簿に自動的に登録）③’

利用決定者は管理人室窓ﾛﾍﾊガｷを持参

④駐車位置を抽選で決定⑤使用料を窓口で

支払い0定期ｼー ﾙを交付
ニーI

〆~､
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▼市民バス運行コース・停留所 市
民
バ
ス
は
、
新
木
地
区
西
側
の

下
水
道
工
事
が
終
了
す
る
た
め
、
２

月
率
日
（
火
）
か
ら
本
来
の
コ
ー
ス
で

運
行
し
ま
す
。
〈
左
図
参
照
）

こ
れ
に
伴
い
「
上
あ
ら
き
台
青
年

館
前
」
停
留
所
の
場
所
と
、
各
停
留

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天
王
台
南
（
場

所
は
、
広
報
１
月
頤
日
号
を
参
照
）

募
集
台
数
◎
自
転
車
我
孫
子
駅

北
口
自
転
車
駐
車
場
．
：
２
８
８
９
台
、

本
町
３
丁
目
自
転
車
駐
車
場
．
・
・
１
４

６
９
台
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫

市
戻
バ
ー
ス
｜

ｚ
月
恥
日
一
火
矛
ら
本
来
の
コ
ー
ス
に

市
新木近隣
センター 民上あらき台

富1
膳’

ス

／身体障害者／
福祉センター

所
の
通
過
予
定
時
刻
を
変
更
し
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

な
お
、
運
行
日
は
こ
れ
ま
で
同
様
、

毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
で
す
。

（
祝
休
日
、
年
末
年
始
は
連
休
）

画
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

子
南
…
１
０
９
４
台
、
サ
イ
ク
ル
パ

ー
ク
・
天
王
台
南
・
・
１
７
１
８
台

◎
原
動
罐
付
き
自
転
車
〈
釦
匪
以
下
）

本
町
３
丁
目
自
転
車
駐
車
場
：
．
１
５

０
台
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天
王
台

南
：
諏
台

利
用
料
◎
自
転
車
地
下
～
２
階

…
月
額
８
１
０
円
、
３
階
…
年
額
３

７
２
０
円
◎
原
動
機
付
き
自
転
車

〈
釦
匪
以
下
）
…
月
額
２
０
３
０
円

固
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

■
ロ
■

！
ｒ

ｌ
｝
口

■
１
ｌ
ｂ
上新木 上

癌
＝哩

寺湖北国働56号

運行するコース・停留所…－■

廃止するコース・停留所“－■

I

I

２
月
嘔
日
（
月
）
か
ら
３
月
巧
日

釜
）
ま
で
、
平
成
喝
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
と
、
同
叫
年
度
の
市
県

民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
・
還
付
申

告
書
は
、
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
書
は
自
分
で
記
入
し
、
早
め

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
に

よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

I I市民バス時刻表（平成14年2月26日改正）
湖北駅北口発(つつじ荘行き）つつじ荘発(湖北駅北口行き）

停留所名通過予定時刻停留所名｜通過予定時刻
湖北駅北口8:059:3010:4512:3014:4516:30つつじ荘8:5010;0511:4514:05115:5017:05
洲馳舩離8:099:3410:4912:3414:4916:34市民体育館8:5210:0711:4714:0715:5217:07

上新太8:119:3610:5112:3614:5116:364丁目18番8:5610:1111:5114:1115:5617:11

新太台8:129:3710:5212:3714:5216:374丁目20番8:5710:1211:5214:1215:5717:12

青年館前8:139:3810:5312:3814:5316:384丁目6番8:5810:1311:5314:1315:5817:13

鮴砿ｾﾝﾀー8:169:4110:5612:4114:5616:411丁目16番8:5910:1411:5414:1415:5917:14

身障ｾﾝﾀー8:189:4310:5812:4314:5816:43郵便局前9:0010:1511:5514:1516:0017:15

郵便局前8:229:4711:02112:47115:02116:471躯ｾﾝﾀ-9:0410:19111:59114:1916:0417:19
1丁目16番8:239:48111:03112:48115:03116:4811鮴砿ｾﾝﾀ-|9:06110:21112:01114:2116:0617:21
4丁目6番8:249:49111:04112:49115:04116:4911青年館前|9:09110:24112:04114:2416:0917:24
4丁目20番8:259:50111:0512:5015:0516:50新木台|9:10110:2512:0514:2516:1017:25
4丁目18番8:269:5111:06.l2:5115:0616:51上新太9:1110:2612:0614:2616:1117:26

市民体育館8:309:5511:1012:5515:1016:55洲駆眠館9:1310:2812:0814:2816:1317:28

つつじ荘8:329:5711:1212:5715:1216:57湖北駅北口9:1710:3212:1214:3216:1717:32

④シリーズ税の申告

始まります

確定申告と市｡県民税の申告

2月18日から3月15日まで

申
告
書
の
控
え
と
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
税
務
署
へ
送

っ
て
く
だ
き
い
◎

な
お
、
市
が
開
設
す
る
市
民
会
館

な
ど
の
会
場
で
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
と
す
べ
て
記
入
済
み
の
確
定
申

告
書
の
お
預
か
り
（
税
務
署
へ
回
送
）

の
み
と
な
り
ま
す
。
市
役
所
や
支
所

な
ど
の
窓
口
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
き
い
。

税
務
署
で
の
確
疋
申
告
に
は
、
源

泉
徴
収
票
や
控
除
証
明
書
、
領
収
書

な
ど
の
原
本
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
あ
び
こ
２
月
１
日
号
を
ご

寛
ぐ
だ
き
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
４
月
ま

で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
寵
車
や
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圖
。
郵
送
先
確
定
申
告
．
：
〒
２
７

７
１
８
５
２
２
拍
市
あ
け
ぼ
の
２
の

１
の
犯
柏
税
務
署
垂
７
１
４
６
１
２

３
２
１
市
・
県
民
税
の
申
告
…
市

役
所
課
税
課
市
民
税
係

１
１
‐
・
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
章
■
■
■
■
■
。

ユ

／ 、

平成14年度

固定資産課税台帳の縦覧
固定資産課税台帳には､固冠覺産の課税

状況､評価額などが登録されていて、これ

に墓づいて平成14年度の固定資産税郡

市計画税が決定されます。

課税台帳の縦覧は、あらかじめ登録内容

を知っていただくために行われています。

期間3月1日(金)から20日(水)午前8時

30分から午後5時(土B曜日を除く）

対象平成14年1月1日現在で土地､家

屋等の固定資産を所有されている方または

所有者の代理人(代理人は､委任伏が必要）

場所°間課税課･内線338

固定資産（土地）の 市民図書館本館は移転のため休館

3月1日(金)から3旧(日)まで平成14年度価格を修正
固定資産の価格(評価額)は､地

方税法により墓準年度(平成12年度）

の価格を3年間据え置くこととされ

ていますが､近年の地価の下落傾向

を考慮した特例措置として､修正墓

準に基づいて修正します。

修正率は､12年度の評価替えの墓

準日（11年1月1日）から13年7

月1日までの地価の変動率から､用

途地区ごとに求めました。

間課税課"内線339

市民会館内の市民図書館本館は、2月28日（木）

をもって閉館となります｡長い間、ご利用いただ

きありがとうございました。

また、3月1日(金)から3旧(日)までは、生涯

学習センター「アピスタ」内への移転作業のため

市民図書館本館は休館となります。

この間､湖北台･布佐の各分館と移動図書館は

通常どおり開館していますので、ご利用ください。

なお､新しい本館は、4月1日(月)午後3時に

開館します。（月曜日の開館は当日のみ）

間市民図書館窓7184-1110

▼平成14年度土地価格の修正率(％）

’ ※12年基準年度価格X修正率=14年度の価格｜

I ノ

用途地区等

普通商業地区

併用住宅地区

普通住宅地区

調整区域

大工場地区

我孫子地区

天王台地区

湖北地区

布佐地区

我孫子駅南北地区

その他の地区

新木野地区

その他の地区

80.32

71.15

69.84

70.18

82.10

72.66

75.13

80.37

80.26

79.44

修正率
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我
孫
子
の
都
市
づ
く
り
に
あ
な
た
の
声
を

ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ

市
で
は
、
都
市
計
画
審
議
会
の
市

民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

都
市
計
画
審
議
会
は
、
都
市
の
健

全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る

た
め
、
土
地
利
用
や
都
市
施
設
の
整

備
、
市
街
地
開
発
な
ど
の
都
市
計
画

に
つ
い
て
、
調
査
や
審
議
を
行
っ
組

織
で
す
。

学
識
経
験
者
や
市
議
会
議
員
、
関

係
行
政
機
関
の
峨
員
、
市
民
な
ど
喧

人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
意
見
を
、
我
孫
子
の
都

市
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
１
人

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の
如

歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
他
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
き
れ
て
い
る

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

■■古利根沼をきれいに 都
璽
蓋
鬘
鑿
葉
薑
鬘
菫

1

C

水辺清掃に
ご参加を

任
期
委
嘱
日
か
ら
平
成
巧
年
哩
月

９
日
審
議
会
の
開
催
平
日
の
昼
間
（
午

前
ま
た
は
午
後
）

選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

応
募
方
法
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
や
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
な
ど
を
通

じ
て
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
都
市
づ

く
り
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
言
を
８

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
別
紙
（
書

式
は
自
由
）
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

３
月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市

役
所
都
市
計
画
課
へ
郵
送
ま
た
は
持

参圏
都
市
計
画
課
・
内
線
５
７
８

古
利
根
沼
の
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
水
辺
清
掃
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
重
」
参
加
く
だ
き
い
。

日
時
２
月
塑
旦
日
）
王
馴
９
時
集

合
、
ｎ
時
終
了
予
定
（
小
雨
実
施
）

※
清
掃
終
了
後
に
、
古
利
根
の
自
然

を
守
る
会
の
案
内
に
よ
り
、
自
然
観

察
会
を
行
い
ま
す
。
（
正
午
ま
で
）

集
合
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
水

路
広
場

持
参
長
靴
ま
た
は
運
動
靴
、
軍
手
、

タ
オ
ル
な
ど
（
清
掃
作
業
の
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
き
い
）

申
し
込
み
不
要
（
直
接
集
合
場
所

へ
）

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
き
い
。

固
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
２

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
垂
７
１
８
５

１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号
８
５
０

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

I

一一

一
一

一
一

農
家
が
開
設
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い

体
験
農
園
の
う
ち
、
４
月
か
ら
増
設

さ
れ
る
区
画
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
も
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
飯
塚
農
園
（
中
峠
・
古
利
根

沼
の
南
側
）
〈
下
図
参
照
〉

利
用
期
間
毎
年
４
月
１
日
（
今
年

は
４
月
加
日
）
か
ら
翌
年
２
月
末
日

〈
更
新
可
）

応
募
資
格
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
個
人
、
学
校
・
福
祉

一
施
設
、
市
内
の
団
体
な
ど

一
面
積
１
区
画
約
”
㎡

｜
募
集
数
弱
区
画
（
個
人
は
原
則
１

－
認
蹄
蕊
禦
雛
諭
賎
蝕

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
評
議
員

の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

学
校
評
議
員
制
度
は
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
我
孫
子
の
子
ど
も
を
育

成
す
る
た
め
に
、
学
校
運
営
に
つ
い

て
の
提
言
や
助
言
を
い
た
だ
く
も
の

野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

心豊かでたくましい子どもを育てるために

:学校評議員を募集
？

人
数
等
に
よ
り
複
数
区
画
の
利
用
可
）

利
用
料
金
年
額
８
０
０
０
円
（
今

年
は
７
０
０
０
円
）

利
用
決
定
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、

通
知
し
ま
す

農
園
の
施
設
給
水
施
設
、
残
菜
置

き
場
な
ど

応
募
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
世

帯
・
１
団
体
で
１
枚
に
限
る
）
に
希

望
区
画
数
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
蹴
鋤
・
年
齢
職
業
個

人
の
場
合
）
、
団
体
名
・
構
成
人
数

（
団
体
の
場
合
）
、
返
信
あ
て
先
を
明

記
し
、
２
月
聖
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
寿
１
の
粋
の
昭
我
孫
子
市
農
業

協
同
組
合
体
験
農
園
係
へ

画
我
孫
子
市
農
業
協
同
組
合
壷
７

で
、
市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
生
涯
ス
ボ
Ｉ
ツ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

｜

に
設
置
き
れ
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
有
識

者
簔
簔
毫
溌
ゞ
体
育
指
導
雲
員
を
募
集

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
教
育
委
員
会
で
は
、
体
育
指
導
委
任
期
４
月
１
日
か
ら
平
成
妬
年
３

対
象
・
喜
員
各
学
校
区
に
在
住
の
一
員
を
募
集
し
ま
す
。
月
訓
日
（
２
年
間
）

方
、
各
学
校
区
１
～
２
人

一
ゞ
体
育
指
導
委
員
は
、
ニ
ユ
ー
ス
ポ
報
酬
日
額
７
０
０
０
円

任
期
委
嘱
日
か
ら
平
成
巧
年
３
月
、
－
シ
の
紹
介
や
指
導
、
地
域
の
ス
ポ
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ
る
し

訓
日
－
シ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
ポ
ー
ト
審
査

開
催
回
数
年
３
～
４
回
程
度
の
助
言
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
な
応
募
方
法
帝
民
の
だ
れ
も
が
気

選
考
方
法
レ
ポ
ー
ト
審
査
ど
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
軽
に
参
加
で
き
、
健
康
・
体
力
づ
く

応
募
方
法
「
学
校
と
地
域
と
の
か
楽
し
む
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
り
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

か
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・
振
興
す
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
あ
り
方
」
に
つ

か
」
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
言
な
ど
る
た
め
、
あ
な
た
の
経
験
を
生
か
し
い
て
の
意
見
、
提
言
な
ど
を
Ａ
４
判

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
て
み
ま
せ
ん
か
℃
の
用
紙
に
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
募
集
人
員
犯
人
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

希
望
学
校
名
（
第
１
希
望
・
第
２
希
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方
で
、
体
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
３
月

望
）
を
明
記
し
、
２
月
丞
日
（
必
着
）
力
・
健
康
に
自
信
が
あ
り
、
士
・
日
２
日
（
必
着
）
ま
で
に
古
戸
６
９
６

ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
一
曜
日
に
で
き
る
だ
け
活
動
で
き
る
方
教
育
委
員
会
体
育
課
（
市
民
体
育
館

会
学
校
教
育
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
一
内
容
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
内
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

固
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
垂
７
ヨ
ン
活
動
の
普
及
・
振
興
、
市
・
県
圖
教
育
委
員
会
体
育
課
壷
７
１
８

１
８
５
１
１
１
５
１
・

の
粋
芸
体
誉
最
誰
乗
へ
の
参
加
な
ど
７
１
７
５
５
５

‐
－
皿
‘
‐
伽
仙
Ⅷ
Ⅱ
Ⅱ
い
い
卜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

市
が
開
設
す
る
浅
間
前
新
田
市
民

農
園
〈
下
図
参
照
）
で
も
、
二
次
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
腿
政
課
・
内

線
５
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き

い
◎

次
の
ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
で
は
、

空
き
区
画
の
申
し
込
み
を
先
着
順
で

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

場
所
今
井
農
園
（
中
峠
）
、
鈴
木

農
園
（
江
蔵
地
）
、
秋
田
農
園
（
布

佐
）
〈
下
図
参
照
〉

※
詳
し
く
は
、
我
孫
子
市
農
業
協
同

組
合
体
験
農
園
係
壷
７
１
８
２
１
３

１
２
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

１
８
２
１
３
１
２
１

浅
園
副
新
田
市
民
農
園
で
も

利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
の

空
き
区
画
利
用
者
を
募
集

6

｢千葉柏道路」の関係資料が

行政情報資料室などで閲覧できます

国際交流協会(AIRA)
ギョーザ

温かい水餃子と

台湾料理講座

日時3月2日(土)午前9時30分か

ら正午

場所天王台北近隣ｾﾝﾀｰ

講師黄淑敏(オウスーミン)さ

ん(AIRA会員､台湾出身）

対象先着25人

参加費750円

持参エプロン、ふきん､筆記用具

申し込み｡圃ハガキまたはファク

スで､講座名､住所､氏名､年齢、

電話番号を明記し、2月25日まで

に我孫子142の1我孫子市民プラザ

内我孫子市国際交流協会事務局則
7183-2005冠7183-1231へ

国土交通省では､国道16号｢千葉柏道

路｣の計画づくりを、PI方式(パブリ

ックインボルブメント：計画の段階か

ら検討内容を市民にお知らせし､計画づ

くりに市民の意見を反映する方式）によ

り、協議会とコミュニケーション活動を

墓本に進めています。

これまで､市民の皆さんへの情報提供

は、「千葉柏道路ニュース」だけでした

が､記者発表資料､協議会資料､協議会

議事要旨などの千葉柏道路に関する資料
が閲覧できるようになりました。

市役所行政情報資料室で閲覧できるほ

か、国土交通省千葉国道工事事務所ホー

ムページ(http://www.ktr.mlit.90.
jp/chiba/)で見ることができます。

なお､協議会では､会議の公開も検討
しています｡詳細は決まり次第､広報あ

びこでお知らせします。

圃都市計画課内線578
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州 に きき
し
か
し
現
状
を
見
る
と
、
女
性
の
政

市
は
平
成
鱈
年
６
月
丞
日
、
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
、
市
が

積
極
的
に
行
動
す
る
決
意
を
内
外
に
表
明
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
、
市
の
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

の
推
進
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
参
画
や
女

プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
■
性
が
職
場
で
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
猟

共
同
参
画
社
会
を
実
現
境
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
舅
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
星

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
な
ど
、
性
別
で
役
割
を
決
め
て
い
る

の
人
権
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
、
社
会
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

へ
の
参
加
意
欲
を
持
つ
女
性
が
自
ら
皿
年
３
月
に
華
墾
疋
し
た
「
男
女
共

の
意
思
で
活
躍
で
き
、
男
性
も
家
庭
同
参
画
プ
ラ
ン
」
で
は
、
こ
の
よ
う

や
地
域
で
の
生
き
方
を
楽
し
め
る
社
な
固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意
識

会
で
す
。
を
改
め
、
女
性
も
男
性
も
恥
場
・
家

そ
し
て
、
お
互
い
が
支
量
巳
、
庭
・
地
域
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共

利
益
も
責
任
も
分
か
ち
合
え
る
、
女
に
参
画
し
、
市
民
が
生
き
生
き
と
暮

性
と
男
性
が
対
等
な
協
力
関
係
で
築
ら
す
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社
会
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
市
は
行
政

男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
に
自
ら
の
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
と

男
女
平
等
は
、
法
律
・
制
度
上
で
と
も
に
、
啓
発
、
情
報
提
供
な
ど
、

は
、
ほ
ぼ
達
成
き
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ざ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

て

？

６
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

の
夫
婦
の
育
児
時
間
は
、
妻
の
２
時

間
”
分
に
対
し
、
夫
は
わ
ず
か
面
分

で
す
（
平
成
８
年
社
会
生
活
基
本
調

査
）
。
依
然
と
し
て
、
母
親
が
育
児

の
大
半
を
担
っ
て
い
ま
す
。

父
親
が
積
極
的
に
子
育
て
に
か
か

わ
る
こ
と
は
、
母
親
の
負
担
を
軽
減

す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
に
は
親

に
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
を
、
父
親

に
は
子
育
て
の
章
示
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
家
族
や
地
域
の
大
人
た
ち

に
ほ
め
ら
れ
た
り
、
し
か
ら
れ
た
り

す
る
経
験
が
、
子
ど
も
の
成
長
を
促

し
ま
す
。

市
で
は
、
親
同
士
の
交
流
が
で
き

る
場
の
提
供
、
父
親
を
対
象
に
し
た

学
習
の
場
の
提
供
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
若
下
カ
コ
ミ
参
悪

母
親
だ
け
の
子
育
て
か
ら

夫
婦
。
家
庭
・
地
域
で
の
子
育
て
に

市
立
の
小
・
中
学
校
で
は
、
男
女

平
等
の
意
識
を
育
て
る
教
育
を
進
め

子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
能
力
を
引
き

出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
も
教
職
員
も
「
男
の
子
は

こ
う
」
「
女
の
子
は
こ
う
」
と
固
定

的
に
と
ら
え
な
い
よ
う
、
学
校
で
の

憧
習
等
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
に
対
し
て
は
、
男
女
平
等

や
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
共
通
し
た

認
識
を
持
つ
た
め
の
資
料
作
成
や
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
立
の
保
育
園
で
は
、
男
女
平
等

意
識
を
育
て
る
保
育
に
向
け
て
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
の
内
容
や

環
境
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。
（
下

カ
コ
ミ
参
照
）

子
ど
も
の
個
性
と
能
力
を

引
き
出
す
教
育
・
保
育

~交緬霜て参加と地域の子育て支援1
〆

学校や保育園で男女平等意識を育む
はぐく

◎個性と能力を引き出す環境づくり
呼名は「～さん」で…個人の人格を尊重し、呼名で無意識に男女の固定的な役割

分担意識を与えないため、男女の区別なく「～さん」と呼んでいます。

男女混合名簿の導入…従来、男・女の順で分けていた出席簿や入学式等の学校行

事での名簿を、男女の区別なく、生年月日や50音順にしています。

◎子どもが学ぶ
児童生徒用のリーフレット…男女平等について学ぶリーフレットです。13年度

は小学校低学年用、14．15年度は高学年用、中学生用を作成します。（教育委員

会・指導課）

◎職員の意識向上
保育士、学童保育指導員研修…「女はこう」「男はこう」という固定化された性

の役割にとらわれない、子どもの個性を大切にする保育に向けて、具体的な事例

をあげて、研修を行っています。（子育て支援課）

教職員研修…「学校の中の男女平等」や「スクールセクシュアルハラスメント」

などをテーマとして、体系的に継続して学んでいます。（指導課）
教職員用資料作成…教職員が男女平等について共通した認識を持つためのリーフ

レットです。（指導課）

◎父親も子育て
しあわせ学級（両親学級）

…妊婦とその夫を対象とし

て、ビデオ上映や栄養指導、

先輩ママと赤ちゃんとの交

流会などを行います。（保健

センター）

のびのび親子学級…2歳児とその保護者を対象とした子育てに

ついて学ぶ講座です。父親が参加できるよう「お父さんと一緒」

の学習日を休日に設けています。（公民館）

◎地域で子育て
園庭開放…在宅で子育てをしている親を対象に市立保育園で実

施しています。子どもを遊ばせながら、親同士の情報交換や交

流、仲間づくりができます。育児の相談なども受けられます。

(子育て支援課）

ママヘルプサービス･･産後4週間以内の母親のいる家庭にママ

ヘルパーを派遣し、家事・育児をお手伝いします。母親の精神

的・肉体的負担を和らげます｡(保健センタ-)

産休。育休明け保育とその予約働きながら子育てをする親が、

計画的に職場復帰できるよう、産休明け保育を行うとともに、

産休・育休明け保育の予約を受け付けています。（子育て支援

課）

時間外保育…午前7時から午後7時（土曜日は午後5時）まで

保育時間を延長し、仕事と子育ての両立を支援します。（子育

て支援課）

ファミリーサポートセンター…仕事と子育てが両立できるよう、

保育園や学童保育室の保育時間外の預かりや送迎等を行う、住

民参加型の会員制互助組織です。

子育て支援センター･恵愛保育園内に設置し、指導員を中心に、

親子参加のさまざまな交流や育児相談を行っています。

病児保育･病気回復期で、まだ保育園での保育が困難なお子さ

んを対象に、「こどもデイルームみらい」（平和台病院敷地内）
で一時的に保育を行います。（子育て支援課）

勺

女性が抱える問題の相談
（いずれの相談も秘密は厳守します）

千
葉
県
婦
人
相
談
所
云
０
４
３
１

２
４
５
１
１
７
１
９

＊
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
Ⅱ
配
偶
著
等
に
よ
る

暴
力
）
相
談
〈
型
時
間
〉

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
Ｉ
垂
７
１
４

０
１
８
６
０
５

＊
電
話
相
談
．
・
休
館
日
（
月
曜
且

を
除
く
毎
日

＊
面
接
相
談
…
毎
週
土
曜
日
（
要

予
約
）

＊
専
門
相
談
（
い
ず
れ
も
要
予
約
）

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
：
．
第
３
火
曜

日
、
「
法
律
相
談
」
：
・
第
４
木
曜

日
、
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
」
：
・
毎
週
金
曜
日

市
役
所
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１

＊
母
子
の
相
談
・
女
性
の
相
談
・

Ｄ
Ｖ
の
相
談
（
専
門
の
相
談
員
が

お
聞
き
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
謎

…
毎
週
木
．
金
曜
日

＊
人
権
相
談
（
人
権
擁
護
委
員
が

お
聞
き
し
ま
す
。
生
活
支
援
課
）

：
第
４
木
曜
日

‐ノ
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女も男
一
言
目

恵
国
一市旧我孫子市男女共同参画者

も
I

21世紀の扉が開いた今､私たちは輝く未来を創りたい。

自分を生かし、他人を認め､女も男も共に

いきいきした暮らしができるまち我孫子にするために、

ここに｢男女共同参画都市｣を宣言します。

1私たちは､男女がお互いの人権を尊重する我孫子にします。

2私たちは､社会のあらゆる分野で､男女が平等に参画する我孫子にします。

3私たちは､男女が一人ひとり自立し､責任を分かち合う我孫子にします。

男
女
が
家
庭
や
地
域
で
対
等
に
参

画
し
て
い
く
た
め
に
は
、
お
互
い
の

自
立
と
理
解
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
、

自
立
す
る
力
を
つ
け
る
三
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
上
た
め
、
研
修
・
講
座
の

実
施
、
経
済
的
支
援
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
差
カ
コ
ミ
参
題

女
性
が
．
男
性
が

共
に
自
立
す
る
た
め
に

|女性｡男性それぞれの富立のために
◎学習。講座・エンパワーメン卜
男性料理講座…料理を初歩から学び、生活上の
自立を進めます。（公民館）

市民大学開放講座…「男女共同参画基本法とジ
ェンダー」「教育とジェンダー」の2講座を実

施。（公民館）

公民館講座長寿大学や社会教育ゼミナール等

の講座で、男女共同参画に関する学習を実施。

（公民館）

ビデオ上映とフォーラム．．「ドメスティック・

バイオレンス(配偶者による暴力)」「私は男女
|平等を憲法に書いた｣などのビデｵ上映を行っ

'ています。（男女共同参画担当）
暴力防止プログラムの学習…子どもが自分の心

|と体を大切にする人権意識を育て､性暴力やい
じめなどの暴力から自分を守る稀を体得してい
くプログラムです。子どもやその親を対象に実

|施・（公民館男女共同参画担当）
視聴覚ライブラリー…「男女共同に関ずるビデ
オ」を収集し、団体・個人に賞し出しています。

（社会教育課）

|雲霞鷆蕊療費補助制度■ひとり親家庭
|に対し､保険診療や調剤の自己負担分を助成し
ます。（子育て支援課）

i保育料の軽減…ひとり親家庭の児童の保育園や

学童保育の保育料を軽減しています。（子育て

支援課）

入学・就職祝い金の支給･ひとり親家庭の子ど

もの入学や就職の際、祝い金を支給しています。

．(子育て支援課）

児童扶養手当…父と生計を同じくしていない児

童をもつ母や、母に代わる養育者に、児童扶養

手当が支給されます。（子育て支援課）

母子。寡婦福祉資金貸し付け母子寡婦家庭

の経済的自立を応援する貸し付けです。修学、

|修業、生活資金等があります。（子育て支援課）
◎起業。再就職・資格取得支援
創業者支援研修制度…起業をめざす方や起業ま

もない方を対象に、創業の心構え、事業計画の

作り方等の研修を実施します。（商工観光課）

求職者パソコン研修…求職者を対象とした講座

で．文書作成表計算電子メール等の技術向

上を図ります。（商工観光課）

◎情報提供
市民図書館…4月1日開館予定の生涯学習セン
ター「アビスタ」内の市民図書館に「男女共同

参画コーナー」を設置します｡(図書館）

男女共同参画情報紙「かがやく」…男女共同参

画全般についての情報紙を発行。市民委員が企

画･編集しています｡(男女共同参画担当)

▲男女の区別なく並びます（新木小学校。卒業式）
◆

▼我孫子市における審議会等の
女性委員の割合

◎
市
政
に
参
画

市
の
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
を

推
進女

性
の
視
点
を
市
政
に
反
映
き
せ
、

男
女
が
共
に
方
針
決
定
の
場
へ
参
画

す
る
た
め
、
市
の
審
議
会
や
懇
談
会

に
女
性
の
積
極
的
な
採
用
を
進
め
て

い
ま
す
。
若
表
）

女
性
委
員
の
い
な
い
審
議
会
を
な

く
す
、
新
た
に
設
置
す
る
審
議
会
の

女
性
委
員
の
割
合
を
“
％
に
す
る
な

ど
し
て
、
画
年
度
に
は
全
審
議
会
の

女
性
委
員
の
割
合
が
秀
％
に
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

◎
経
営
に
参
画

農
業
。
曇
村
男
女
共
同
参
画

厳
し
い
環
境
の
中
で
の
農
業
経
営

さ
ま
ざ
ま
な
場
へ
の

参
画
を
推
進

’
に
は
、
膣
業
を
担
う
家
族
の
一
人
ひ

と
り
と
し
て
、
女
性
の
参
画
が
不
可

欠
で
す
。

市
で
は
、
夫
妻
・
子
ど
も
夫
婦

な
ど
が
同
じ
立
場
で
経
営
に
参
画
す

る
「
家
族
経
営
協
定
締
結
」
を
進
め

る
た
め
、
「
経
営
協
定
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
」
「
家
族
経
営
協

定
講
演
会
」
「
経
営
能
力
向
上
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
男
性
、
女
性
に
か

か
わ
ら
ず
個
々
の
能
力
を
発
揮
・
活

用
す
る
た
め
に
、
率
先
し
て
男
女
共

同
参
画
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い

市
役
所
が
率
先
し
て

市政に参画する

女性委員
生涯学習推進市民委員会委員長

北嶋扶美子さん「ガールスカウト

などのボランティア活動で得た経験

と－市民の感覚を生かして生涯学習

推進計画の提言書をまとめたいです

ね｡」ま
す
。
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
働
き
や
す

い
職
場
、
能
力
が
発
揮
で
き
る
職
場

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

行
政
の
中
の
男
女
平
等

・
女
性
消
防
士
・
男
性
保
育
士
の
採

用
等
の
職
域
拡
大

・
女
性
管
理
職
の
積
極
的
登
用

・
お
茶
入
れ
等
は
男
性
・
女
性
と
も

に
行
っ

a

都市計画審議会委員

岡奈理子さん「仕事がら、自然環

境を大切にして審議しています。人

口の半分は女性ですから、もっと多

くの女性が、それぞれのキャリアを

生かして発言できるといいですね｡」
L▲頑張っています。女性消防士

市
は
、
市
長
を
本
部
長
と
し
た

舅
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
本
遜

を
庁
内
に
設
置
し
、
市
民
組
織
で
あ

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推

進
懇
談
会
（
北
村
浩
一
郎
会
長
）
」

の
意
見
・
提
言
を
受
け
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
、
自

治
会
等
の
団
体
、
企
業
等
と
連
携
を

強
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

固
男
女
共
同
参
画
担
当
・
内
線
２

９
３

共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し

多
く
の
市
民
と
連
携
‐
，
‐

・
職
場
で
の
旧
姓
使
用
の
制
度
化

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
対
処
す
る
要
綱
の
制
定

▲子どもたちに大人気・男性保育ナ
ー■一●一■ー●一qー｡ー●一■ー■■ー●■■■■ﾛ■●一●■■■■■■一●一■一■一●一■一○一■ー■■■■■■■■一■一●I■■■■｡ー■ー●■■■■

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進

懇
談
会
委
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な

い
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
２
人

内
容
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

し
て
の
審
議
・
提
言

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

他
の
審
議
会
等
の
委
員
を
務
め
て
い

な
い
方

任
期
卿
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

懇
談
会
の
開
催
年
２
回
、
平
日
昼

間
に
開
催
予
定

選
考
方
法
市
選
考
委
員
会
で
決
定

応
募
方
法
．
固
「
我
孫
子
市
の
男

女
共
同
参
画
埜
弓
く
り
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
や
提
言
を
８
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し

３
月
喧
日
（
必
潜
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
９
２
荏
所
省
略
可
）
市

役
所
男
女
共
同
参
画
担
当
・
内
線
２

９
３
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

あなたも「参画」しませんか

委員を募集 9

男女共同参画

社会づ<IJ懇談会

年次

平成5年11月1日

平成8年11月1日

平成11年4月1日

平成12年4月1日

平成13年4月1日

県内市町村平均
(平成13年4月1日）

害I合

13．5％

21．4％

25．1％

27．9％

30．7％

21．0％
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乱

ふ
れ
あ
い
工
房

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
バ
ザ
ー

曰
２
月
聖
日
（
日
）
、
時
～
喝
時
、

家
具
抽
選
会
画
時
、
分
（
時
間
厳
守
）

所
・
間
ふ
れ
あ
い
工
房
竃
７
１
８

６
‐
１
５
５
０
０

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ボ
Ｉ
ト
セ
ン
タ
ー

交
流
会
「
劇
と
マ
ジ
ッ
ク
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

「
利
用
会
員
」
と
、
援
助
し
た
い

「
提
供
会
員
」
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
、
利
用
会
員
の
依
頼
に
応
じ
て
、

提
供
会
員
が
子
育
て
を
援
助
す
る
制

度
で
す
。

会
員
と
お
子
ざ
ん
向
け
に
全
体
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
以
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
２
月
四
日
（
土
浦
時
～
ｎ
時

所
市
民
会
館
（
参
加
無
料
）

対
１
０
０
人

申
直
接
お
出
か
け
く
だ
き
い

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
霊
７
１
８
６
１
４
１
６
１
（
月
～

金
曜
日
の
９
時
～
画
時
・
祝
日
除
く
）

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
毒
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１

所
市
民
会
館
（
参
加
無
遡
日
。
所
３
月
９
旦
土
遍
時
開
場
、

対
１
０
０
人
画
時
犯
分
開
演
、
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県

申
直
接
お
出
か
け
く
だ
き
い
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
・
全
席
自
忠

間
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
内
外
国
唱
歌
の
廻
力
月
、
三
声
の

－
霊
７
１
８
６
１
４
１
６
１
（
月
～
ミ
サ
曲
、
水
の
い
の
ち
ほ
か

金
曜
日
の
９
時
～
画
時
・
祝
日
除
く
）
出
指
揮
・
唐
沢
昌
伸
さ
ん
ビ
ア

ぞ
：
村
田
知
穂
さ
ん
、
田
中
志
津
枝

湖
北
台
福
祉
バ
ザ
ー
ざ
ん
、
唐
沢
尚
之
さ
ん
合
唱
・
女

ひ
苔
ゆ
き

と
も

日
２
月
璽
旦
日
面
時
～
喧
時
声
合
唱
団
朋
墾
譽
唱
団
フ
ォ
ン

（
品
物
が
無
く
な
り
次
第
終
工
テ
、
塁
答
唱
団
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

レ
オ
ー
ネ
、
女
声
合
唱
団
ミ
ュ
ー
ズ
、

主
湖
北
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
合
唱
団
嘩
糖

毎
７
１
８
８
‐
１
１
４
１
０

問
山
下
垂
７
１
８
８
１
１
６
７
３

日
…
日
時
、
所
．
：
場
所
、
内
…
内
容
、
種
：
・
種
目
、

で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

市
内
に
あ
る
福
祉
施
設
・
作
業
所

に
つ
い
て
、
地
域
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
き
い
。

日
・
所
３
月
２
日
（
士
遍
時
～
嘔

時
、
湖
北
地
区
公
民
館
（
参
加
無
料
）

内
施
設
・
作
業
所
の
紹
介
、
柏
鳳

保
育
園
児
の
演
技
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
、
展
示
即
売
会
、
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

主
湖
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
壷

７
１
８
７
１
２
５
５
１
（
月
・
水
・

金
曜
日
９
時
～
妬
時
・
祝
日
除
く
）

臼
。
所
３
月
２
日
（
土
）
畔
時
～
妬

時
犯
分
、
消
防
本
部
（
入
場
無
料
）

内
中
学
生
が
、
保
育
実
習
で
の
体

験
や
発
見
に
つ
い
て
語
り
ま
す

主
我
孫
子
市
私
立
幼
稚
園
協
会
、

我
孫
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

間
湖
北
白
ば
ら
幼
稚
園
壷
７
１
８

８
‐
１
２
２
１
１

莞
４
回
中
学
生
保
育
体
験
堯
表
会

福
祉
施
設
報
告
会

ザ
釦
・
唐
や
ん
コ
ー
ラ
ス

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

手
作
り
ビ
ザ
に
挑
戦
し
よ
う
た
ち
」
講
師
．
・
佐
藤
健
さ
ん
毒
皇
壱
一
ゞ
’
筐
・
弓
亥
量
ラ
ィ
｜
ゞ
：
．
｜
Ｊ

日
。
所
２
月
雪
旦
土
）
９
時
如
分
日
新
聞
社
会
部
編
集
委
員
）
日
。
所
３
月
ｎ
日
（
月
面
時
～
唾

～
哩
時
、
湖
北
地
区
公
民
館
対
先
着
１
０
０
人
（
入
場
無
料
）
時
弛
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

内
チ
キ
ン
ピ
ザ
、
パ
イ
ン
と
ハ
ム
申
直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い
内
講
演
「
ケ
ナ
フ
を
使
っ
た
水
痩

の
ピ
ザ
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
と
ト
マ
ト
の
問
平
和
台
病
院
奮
７
１
８
９
１
１
浄
止
、
「
ケ
ナ
フ
で
環
境
修
復
を
考

ピ
ザ
－
１
１
え
る
」
、
「
ケ
ナ
フ
の
水
質
浄
化
の
実

対
市
内
の
小
学
生
、
聖
人
（
応
募
公
開
講
演
会
「
友
人
家
族
」
灘
蕊
峨
可
能
廷
「
水
域
改

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
５
０
０
円

「
友
人
家
族
・
・
私
ど
も
に
で
き
る
対
２
０
０
人

き
ん

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
社
会
参
加
」
を
テ
ー
マ
に
、
安
田
千
菱
無
料
（
資
料
代
５
０
０
巴

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
代
子
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。
安
田
ざ
申
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
列

氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年
を
明
記
）
ん
は
、
元
大
森
日
赤
病
院
総
婦
長
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
や
炎

で
、
２
月
”
日
ま
で
に
湖
北
地
区
公
早
く
か
ら
高
齢
者
と
の
交
流
サ
ロ
ン
望
人
数
を
明
記
し
、
千
葉
ケ
ナ
フ
普
さ
久

民
館
云
７
１
８
８
１
４
４
３
３
圃
７
を
開
催
。
看
護
婦
仲
間
と
の
友
人
家
及
連
絡
協
議
会
水
質
浄
化
フ
ォ
ー
ラ
寺

１
８
８
１
７
７
２
０

族
と
し
て
の
共
同
生
活
で
注
目
さ
れ
ム
係
囲
０
３
１
５
６
９
５
１
１
９
３
時
凱

※
３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
て
い
ま
す
。
９
Ｅ
メ
ー
ル
冒
煙
ご
言
言
。
暑
き
Ａ

込
み
が
で
き
ま
す
日
。
所
３
月
３
旦
日
而
時
～
廻
垂
０
３
１
５
６
９
５
１
１
９
３
８
日
帽

出
：
．
出
席
者
。
出
演
者
な
ど
、
諏
・
・
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
費
用
…
費
、
申
・
・
・
申
し
込
み
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、

日
３
月
、
旦
旦
ｍ
時
～
画
時

所
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

内
カ
ラ
オ
ケ
の
発
表
会

間
原
嶋
壷
７
１
３
９
１
１
１
３
４

１
１
１
１

ロ
ー
ジ
イ
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
作
晶
屋

日
２
月
丞
日
（
木
）
～
３
月
３
日

（
日
）
、
時
～
加
時
（
最
終
日
は
暉
時

ま
で
）

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
（
入
場
無
料
）

内
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

間
宮
内
容
７
１
６
３
１
９
２
９
２

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

日
・
所
２
月
幻
日
（
木
）
・
浬
日

（
金
）
ｎ
時
～
喧
時
、
柏
駅
束
ロ
ス
カ

イ
プ
ラ
ザ
柏
２
階
入
口

内
生
徒
が
職
業
実
習
で
作
っ
た
縫

製
品
、
手
織
り
製
品
、
陶
磁
器
な
ど

問
流
山
高
等
学
園
冠
７
１
４
８
１

０
２
０
０

柏
駅
前
販

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

け
や
き
歌
の
会
発
表
会

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

＝E＝

元
へ
云

我
孫
子
市
の
水
の
一
生
を
、
旅
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
３
月
⑫
日
（
火
）
８
時
媚
分
、
市

民
会
館
駐
車
場
に
集
合
、
嘔
時
輻
分

に
同
地
で
解
散
予
定
（
参
加
無
料
）

見
学
先
北
千
葉
浄
水
場
、
手
賀
沼

終
末
処
理
場
、
北
千
葉
導
水
第
二
機

場
ほ
か

対
先
着
“
人

持
昼
食

申
電
話
で
商
工
観
光
課
消
費
指
導

係
・
内
線
３
２
９

公
開
誌
蕊
一
三
介
謹
保
険
２
年
・
・
見
え
て
き
た

の
か
琶
齢
害
福
祉
と
地
方
分
権
の
二
れ
か
一
二

日
・
所
３
月
６
日
（
水
）
、
時
如
分

～
廻
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
参
加
無
料
）

出
小
笠
原
祐
次
さ
ん
（
立
正
大
学

教
還
※
手
話
通
訳
が
付
き
ま
す

申
直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い

問
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷
７
１
８

２
１
０
５
１
１

病
児
保
育
率
華
委
託
施
塞
〃
こ
ど
童
テ
イ
ル

ー
ム
ニ
ら
い
オ
Ｉ
プ
ン
記
念
特
別
識
蕊
会

日
。
所
２
月
型
日
（
金
）
喧
時
嬉
分

～
妬
時
嬉
分
、
平
和
台
病
院

内
講
演
「
イ
チ
ロ
ー
を
育
て
た
人

た
ち
」
講
師
．
・
・
佐
藤
健
さ
ん
（
毎

日
新
聞
社
会
部
編
集
委
員
）

対
先
着
１
０
０
人
（
入
場
無
料
）

申
直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い

問
平
和
台
病
院
奮
７
１
８
９
１
１

１
１
１

水
め
ぐ
り
の
旅
バ
ス
見
学
会

時
、
中
央
学
院
大
学
（
参
加
無
料
）

対
１
０
０
人

申
直
接
お
出
か
け
く
だ
き
い

主
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
８
５
１
５
２
３
３

我
孫
子
市
卓
球
連
盟
‐

市
内
親
善
卓
球
大
会

日
３
月
、
日
（
且
９
時
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館

種
団
体
戦
（
チ
ー
ム
編
成
は
当
日

決
定
）

費
中
学
生
以
下
２
０
０
円
、
高
校

生
以
上
５
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
３
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
白

山
２
の
８
の
霊
中
村
明
彦
念
７
１
８

２
１
２
７
０
１

手
賀
沼
ペ
ン
ク
ラ
ブ

初
心
者
の
た
め
の
文
章
教
室

日
・
所
３
月
２
日
か
ら
零
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
過
時
如
分
～
暉
時
犯

分
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
全
４
回
）

費
２
０
０
０
円

対
中
学
生
以
上
、
先
着
知
人

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
羽
賀

云
囲
７
１
８
４
１
４
５
０
４

ケ
ナ
フ
に
よ
る
本
章
琴
化
フ
オ
ー
ラ
《

４
月
１
日
号
か
ら
「
す
こ
や
か
ち

や
ん
」
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
お
子

さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

す
こ
や
か
ち
や
ん
は
、
毎
年
こ
の

時
期
に
、
前
の
年
に
生
ま
れ
た
お
子

ざ
ん
を
募
集
し
、
４
月
か
ら
生
年
月

日
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
、
主
．
：
主
催
。
共
催

消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

桃の花を生けてひな祭！す
こ
や
か
ち
や
ん
募
集

(学校週5日制関連行事）

対
象
平
成
喝
年
１
月
１
日
か
ら
也

月
幻
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

※
過
去
に
兄
姉
が
、
す
こ
や
か
ち
や

ん
に
掲
載
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
除
く

定
員
男
女
各
奉
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み
。
圃
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

日
時
２
月
空
日
（
土
）
午
前
、
時
か

ら
正
午

場
所
・
講
師
・
連
絡
先
下
表
参
照

対
象
小
学
校
４
年
生
以
上
大
人
ま

で
（
男
女
を
問
わ
ず
）

定
員
各
会
場
超
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

参
加
費
８
０
０
円
（
花
材
識
含
む
）

持
参
ハ
サ
ミ
（
工
作
用
で
も
可
）
、

新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん

申
し
込
み
・
画
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で
、
２
月
”
日
（
必
着
）
ま
で
に

各
講
師
へ
（
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
開

講
場
所
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
）

消
防
本
部
で
は
、
春
の
火
災

予
防
連
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

火
災
予
防
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
「
消
防
ふ
れ

あ
い
広
塗
を
開
催
し
ま
す
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
は

し
ご
自
動
車
の
搭
乗
、
ミ
ニ
消

防
車
か
ら
の
放
水
、
模
擬
消
火

器
に
よ
る
消
火
訓
練
、
火
災
の

際
の
煙
体
験
、
救
急
応
急
処
置

な
ど
を
行
い
ま
す
。
体
験
参
加

者
に
は
、
消
防
車
の
お
も
ち
ゃ

な
ど
の
景
品
を
ざ
し
あ
げ
ま
す

（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）
。

ま
た
、
塑
台
の
消
防
団
車
両

号
、
鋳
、
蕊
者
鳥
鰯
雲

雲
、
赤
ち
ゃ
ん
象
繩
・
差
月

日
・
性
別
を
明
記
し
、
３
月
８
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
９
２
（
住
所
省
略
画
市
役
所

広
報
室
・
内
線
２
１
０
へ

※
応
募
ハ
ガ
キ
は
１
人
１
枚
に
限
る

場所 と
は
し
ご
車
か
ら
の
一
斉
放
水
や
、

手
賀
沼
か
ら
の
吸
水
訓
練
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
取
扱
訓
練
も
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
消
防
車
両
の
展
示

説
明
や
、
昔
の
消
防
に
関
す
る
写

真
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
３
月
３
日
（
且
午
前
９
時

犯
分
か
ら
ｎ
時
犯
分
（
荒
天
中
止
）

場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

参
加
費
無
料

※
体
験
希
望
者
多
数
の
際
は
抽
選

※
消
火
器
の
処
分
（
有
料
）
に
つ

い
て
、
市
内
業
者
が
相
談
を
行
い

ま
す
圖
消
防
本
部
警
防
課
金
７
１
８

１
ｔ
１
７
７
０
１

講師(流派） 連絡先
ほうじょう

竹井芳荘(龍生派）
並木7-3-5
壷7139－7133

根戸近隣センター

とうりえん

杉野桃李園(松月堂古流）
つくし野3-11-201
壷7184-0764

久寺識職ﾝﾀー

こうか

斎藤幸華(草月流）

凸

栄25-8
盆7182-0637

荘台施陵ｾﾝﾀー

びてい

島田美庭(草月流）
湖北台6-4-23
壷7188-0648

湖北台近隣ｾﾝﾀー

しゅんこう

岩井春幸(草月流）
中里707-3
冠7188－2053

新木近隣センター

■■■一一
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市
で
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の
意
見

を
消
饗
者
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
如
歳
以
上
で
日
常
の
活
動
が
で

き
る
市
内
在
住
の
方
、
、
人

任
期
４
月
か
ら
平
成
嘔
年
３
月

内
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
調
査
・

報
告
、
研
修
会
等
へ
の
参
加
な
ど

申
電
話
で
３
月
８
日
ま
で
に
商
工

観
光
課
消
識
指
導
係
・
内
線
３
２
９

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」
内

喫
茶
ぷ
ら
つ
と
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
知
的

障
害
者
の
就
労
の
場
と
し
て
、
４
月

か
ら
ア
ビ
ス
タ
内
に
「
喫
茶
ぷ
ら
っ

と
」
を
開
設
し
ま
す
。

対
平
日
週
３
日
勤
務
可
能
な
有
資

格
者
で
保
育
経
験
の
あ
る
健
康
な
方

勤
務
日
時
４
月
１
日
か
ら
の
８
時

犯
分
～
娼
時
犯
分

賃
金
時
給
９
７
０
円
（
通
勤
手
当

別
途
支
給
）

※
必
要
書
類
、
面
接
日
等
、
詳
し
く

は
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
（
新
木
１

６
３
７
）
壷
７
１
８
８
１
０
４
７
２

こ
ど
も
尭
壼
セ
ン
タ
ー
臨
時
保
育
士

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

ふ
く
さ
き
あ
い

福
崎
愛
ち
ゃ
ん

（
栄
。
１
歳
３
カ
月
）

I

一一ロー両

す
こ
や
か
ち
や
ん

「
Ｅ
ｎ
ｊ
Ｏ
ｖ
手
賀
沼
」
実
行
委

員
会
で
は
、
昨
年
に
続
き
短
歌
を
募

集
し
ま
す
。
手
賀
沼
の
浄
化
や
再
生

へ
の
思
い
を
歌
に
し
て
く
だ
さ
い
。

対
小
学
生
か
ら
大
学
生

内
上
の
句
を
ア
・
イ
の
ど
ち
ら
か

か
ら
選
び
、
下
の
句
（
七
・
七
）
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
（
字
余
り
可
）

ア
、
手
賀
沼
に
お
お
ば
ん
今
年
も
巣

を
つ
く
り
「
○
○
○
○
○
○
○
」

イ
、
手
賀
沼
の
桜
並
木
に
花
が
咲
き

己
○
○
○
○
○
ｇ

※
未
発
表
の
も
の
ひ
と
り
２
首
ま
で

む
つ
ひ
と

審
査
員
吉
村
睦
人
さ
ん
（
「
新
ア

人
的
支
え
が
あ
れ
ば
働
く
こ
と
が

で
き
る
方
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
設
前
に
、
３
月
か
ら
準
備
を
行

い
ま
す
。

問
同
会
喫
茶
運
営
準
備
委
員
会
・

長
沼
壷
７
１
８
２
１
６
８
２
０

期
間
４
月
か
ら

内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
介
護

対
若
干
名
（
常
勤
・
パ
ー
ト
）

※
詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
「
あ
ら
き
の
お
家
」
（
新
木
１
４

５
４
．
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
隣
り
）

壷
剛
７
１
８
８
１
９
７
６
６

Ｌ
０
ｏ
ｌ
‐
卜
Ｆ
ｈ
８
‐
ｌ
‐
■
Ｐ
ｂ

テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ル
プ
ホ
Ⅲ
型

手
賀

「
あ
ら
き
の
お
家
」

お
お
の
れ
お

大
野
令
於
ち
ゃ
ん

沼甲A

短
歌 職

員
』

日
毎
週
土
曜
日
喧
時
如
分
～
喝
時

所
我
孫
子
警
察
署
道
場

対
小
学
校
２
年
生
以
上

費
月
額
１
５
０
０
円

申
練
習
時
に
会
場
で

と
じ
ま

問
登
島
垂
７
１
７
９
１
１
５
３
３

我
孫
子
登
山
倶
楽
部
会
員

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
釦
歳
ま
で

の
方
、
若
干
名
（
応
募
者
多
数
の
場

野
球
連
盟
で
は
、
市
民
野
球
大
会

な
ど
の
審
判
を
募
集
し
ま
す
。
経
験
、

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◎
講
習
会
・
実
技
指
導

日
・
所
３
月
、
日
（
旦
皿
時
、
市

民
体
育
館

費
３
０
０
０
円
（
登
録
・
昼
食
代
）

申
電
話
で
３
月
３
日
ま
で
に
平
山

容
７
１
８
３
１
２
４
７
１

ラ
ラ
ギ
」
選
者
）

※
全
作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
５
点
、

入
選
弛
点
を
選
び
、
５
月
に
開
催
予

定
の
「
Ｅ
ｎ
ｊ
Ｏ
茎
手
賀
沼
！
」
で

発
表
と
表
彰
を
行
い
ま
す

申
ハ
ガ
キ
に
縦
書
き
で
、
短
歌

（
１
枚
１
首
）
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
明
記
し
、
３
月
諏

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
寿
１
の
旧

の
”
商
工
会
館
内
「
Ｅ
ｎ
ｊ
Ｏ
茎
手

賀
沼
！
」
手
賀
沼
短
歌
係
へ

問
三
谷
垂
７
１
８
３
１
１
０
７
７

我
孫
子
市
野
球
連
盟
審
判
員

忘れずに納めましょう 柴
崎
少
年
剣
友
会
会
員

9

留
学
期
間
１
年
ま
た
は
２
年

対
大
学
２
年
を
終
了
し
て
い
る
方

応
募
期
限
３
月
巧
日
（
金
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
我
孫

子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
松

丸
云
７
１
３
７
１
２
２
１
１
へ
（
外

よ
れ
や
雀

国
人
留
学
生
の
た
め
の
米
山
奨
学
会
、

高
校
生
の
た
め
の
青
年
交
換
留
学
生

な
ど
の
募
集
も
、
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
じ

日
・
所
２
月
幻
日
（
水
而
時
～
哩

時
、
市
民
会
館
（
毎
月
第
４
水
曜
日

に
開
催
中
）

費
１
回
１
０
０
円
程
度
（
会
場
董

申
直
接
会
場
へ

問
深
山
壷
７
１
８
８
１
５
２
６
４

日
ア
毎
週
月
曜
日
卿
時
～
応
時
、

イ
毎
週
水
曜
日
、
時
～
廻
時
、
ウ
毎

週
水
曜
日
喧
時
～
”
時

所
市
民
会
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
「
ア
ビ
ス
タ
」
ほ
か

講
師
井
出
零
誇
ざ
ん

対
各
先
着
、
人
（
初
心
者
可
）

費
月
額
４
５
０
０
円

申
電
話
で
宮
渕
云
７
１
８
３
１
２

３
０
３

合
は
面
談
の
上
決
定
）

費
年
額
１
万
２
０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
２
月
お
日
（
必
着
）
ま
で

に
都
部
２
の
廻
松
村
謹
蚕
７
１
３

９
‐
１
４
０
７
５

時
事
問
題
を
話
し
合
う

「
時
の
話
題
」
会
員

鶴
鳴
会
書
道
サ
ー
ク
ル
会
員

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

国
際
親
善
留
学
生

匡捌届く鹿い

TEL(85)5000

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
お

答
え
し
ま
す
。
（
費
用
無
料
）

日
。
所
２
月
墾
日
（
木
這
時
犯
分

～
暉
時
如
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

申
電
話
で
介
護
支
援
課
介
護
サ
ー

ビ
ス
係
査
７
１
８
６
１
１
４
１
１

日
２
月
顕
旦
火
）
喝
時
如
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
霊
７
１
８

５
，
１
１
１
５
１

｜

’ 警
察
の
仕
組
み
や
醤
察
官
の
仕
事

の
内
容
、
採
用
試
験
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
警
察
事
務

職
員
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。
事

前
に
予
約
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
・
所
左
表
参
照

時
間
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
（
松
戸
駅
駅

ビ
と
：
血
時
如
分
～
哩
時
如
分
・

秘
時
～
唖
時

幕
張
メ
ッ
セ
．
．
、
時
～
廻
時
・
唱
時

加
分
～
喧
時
犯
分

申
電
話
で
千
葉
県
警
察
本
部
警
務

部
任
用
係
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
垂
０
１

２
０
０
１
７
６
４
０
３
２

’お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

千
葉
県
警
察
官

o

４
月
に
開
発
行
為
に
伴
う
事
前
協

議
を
行
う
方
は
早
め
に
ご
相
談
を

開
発
行
為
に
関
す
る
条
例
の
施
行

に
合
わ
せ
、
景
観
条
例
と
紛
争
予
防

条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
標
識
の
設

置
期
間
、
大
規
模
行
為
の
届
出
受
付

時
期
が
一
部
変
則
と
な
り
ま
す
。

４
月
中
に
開
発
行
為
に
伴
う
事
前

協
議
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
・
内
線
５
７
７
、

宅
地
課
・
内
線
５
４
２

天
王
台
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
計
画
の
縦
覧

土
地
区
画
整
理
法
第
認
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
換
地
計
画
の
利
害
関
係
者
で

意
見
の
あ
る
方
は
、
同
法
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期
間
内
に
、

施
行
者
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
２
月
幻
日
（
水
）
～
３
月

廻
日
（
火
）
９
時
～
口
時
（
土
・
日
曜

日
も
実
施
）

所
消
防
本
部
３
階
会
議
室

間
区
画
整
理
課
・
内
線
５
５
４

リ
ウ
マ
チ
の
会
。
井
戸
端
会
議

日
。
所
２
月
配
日
（
木
逼
時
犯
分

～
晒
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー

費
２
０
０
円

問
木
田
垂
７
１
８
７
１
６
２
２
３

2月は政府の呼びかけによ霧Dn
エネルギー月間です

、

8

省

日
・
所
２
月
零
日
（
土
）
四
時
～
妬

時
、
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
識
用
無
料
）

相
談
員
弁
謹
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

※
予
約
不
要
、
当
日
受
け
付
け

問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
壷
０
４

３
１
２
２
５
１
４
５
６
７

引
っ
越
し
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
そ
ば
の
輸
送
相
談

引
っ
越
し
前
に
、
あ
な
た
の
頼
れ

る
引
っ
越
し
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、

次
の
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
き
い
。

○
関
東
運
輸
局
自
動
車
第
二
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
言
一
己
華
三
雲
雲
乏
・
蚕
一
・

己
胃
巾
○
・
弓
ご
自
己
○
ご
ｌ
里
ご
号
詳
三
ヨ

○
社
団
法
人
千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

輸
送
相
談
室
壷
０
４
３
１
２
４
７

１
１
１
３
１
（
月
～
金
曜
日
９
時
～

面
時
・
祝
日
を
除
く
）

暴
力
団
に
関
す
る
相
談

暴
力
団
追
放
県
民
会
議
で
は
、
暴

力
団
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
希
望
者

に
弁
護
士
の
紹
介
、
訴
訟
費
用
等
の

無
利
子
貸
し
出
し
、
保
護
機
器
の
貸

し
出
し
な
ど
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
き
い
。
（
費
用
無
料
。

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

醗深関東電気保安協会
http:"www.kdh.or.jp

１
設
定
温
度
は
ひ
か
え
め
に

冬
の
室
温
の
省
エ
ネ
目
安
は
「
、

度
Ｃ
以
下
」
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
の
庫

内
温
度
設
定
は
、
弱
め
に
設
定
し
ま

し
よ
》
兎

２
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ

見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
や
不
要
な
照

明
は
、
こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

３
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト

就
寝
や
外
出
す
る
と
き
は
、
常
時

通
電
が
不
要
な
電
気
製
品
の
プ
ラ
グ

を
こ
ま
め
に
抜
き
ま
し
ょ
う
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

日
・
所
３
月
６
日
（
水
）
、
時
～
胴

時
、
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁
（
松
戸
市
）

問
（
財
）
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民

会
議
事
務
局
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
垂
０

１
２
０
’
１
０
８
９
３
５
４

郵
便
局
の
柏
西
口
琴
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
で

法
律
・
介
護
・
年
金
・
税
務
・
貯
蓄
相
談

郵
便
局
の
柏
駅
西
口
暮
ら
し
の
相

談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
で
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
予

約
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
介

護
相
談
は
、
電
話
で
の
相
談
も
可
能
）

日
程
（
３
月
）
介
護
相
談
〈
社
会

福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
〉
…
４
日
・

鱈
日
（
月
）
法
律
相
談
〈
弁
護
士
〉

：
山
日
・
空
日
（
木
）
税
務
相
談

〈
税
理
士
〉
…
７
旦
木
）
、
、
日
永
）

年
金
相
談
〈
社
会
保
険
労
務
士
〉
…

哩
日
・
配
日
（
火
）
貯
蓄
相
談
〈
フ

ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
〉
…

２
日
（
土
）
、
５
日
（
火
）
、
８
日
（
金
）
、

ｕ
日
（
月
）
、
胴
日
（
土
）
、
⑲
日
（
火
）
、

型
日
（
金
）
、
奉
日
（
月
）
、
塑
日
（
金
）

所
柏
市
旭
町
１
の
４
の
喝
後
藤
ビ

ル
３
階
（
柏
駅
西
口
徒
歩
約
３
分
）

申
同
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
４
６
１
５

２
１
１
（
平
日
９
時
～
画
時
）

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

省
エ
ネ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

9

項 目
一~1Zq凸一一一二一

介護保険料第9期

固定資産税第4期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第9期

水嵩

下ﾎ鶴撚負担錦4期

金

納期限(口座儲日）

2/28体）

2/28(木）

2/28体）

2/28(木）

2/25(月）

2/28(木）

テレホンガイド
声の便利帳

ファクス
ファクス

TEL侶鋤6000

開催日

2月25日(月）

3月8日(金）

3月15日(金）

3月16日(±）

場所

ボックスヒノ舩戸店

幕張メッセ国際会議場

幕張メッセ国際会議場

ボックスヒル松戸店
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勺

手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
手
一
つ
く
り
ゾ
ー
ン
参
加
者
を
追
加
募
集

手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
「
手
づ
く
り

ゾ
ー
と
の
参
加
者
を
追
加
募
集
し

ま
す
。

手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
手
賀
沼

の
水
を
取
り
込
み
、
植
物
な
ど
の
浄

化
作
用
に
よ
っ
て
水
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
県
が
平
成
皿

熊
鵬
》
植
嚇
嗣
醗
職
禦
蝋
器
賀
沼
を

い罰しよ 、
1

我孫子合唱連盟団員募集申し込みI穰雲釘
－

’ 練習日時

毎月第1．3日曜日
10;00－12100

毎週火曜日
10100-12100

毎週月曜日
10;00-12;00

合唱団名(構成）・連絡先

YCL「アイクル」（混）
塚原窓7149-7905

練習場所

湖北台西小地
域交流教室

女） 湖北台市民セ
ンター 年

３
月
に
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
一
画
に
、
市
民
参
加
に
よ
る

手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
今
年
度

は
４
団
体
が
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
植
物
や
昆
虫
な
ど
の

生
き
物
が
増
え
、
徐
々
に
自
然
環
境

が
復
活
し
て
い
ま
す
。

水
生
植
物
を
栽
培
し
、
手
賀
沼
の

自
然
環
境
を
復
活
き
せ
る
活
動
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
（
岡
発

戸
新
田
。
手
賀
沼
親
水
広
場
か
ら
手

賀
沼
遊
歩
道
を
東
に
約
２
皿

募
集
数
３
区
画
（
１
区
画
約
２
０

０
㎡
・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

期
間
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

対
象
手
賀
沼
流
域
の
住
民
、
団
体
、

企
業
、
研
究
者

小林電7188-3373

高橋バレエス
タジオ（栄）

あびこエコーズ（女）
遠藤盆7184-8267

鯛I瀧:畑根戸近隣センター
冠台棚職ﾝﾀー

我孫子市民合唱団（混）
津田電7184-7965

我孫子童謡を歌う会（女）
前原恋7184-63611

00-20:30

き
れ
い
に

毎週金曜日
14;00-16:00

天王台北近隣
センター

毎週土曜日
14:30-16;30

湖北地区公民館
洲始市民ｾﾝﾀー

毎鴫1'3土曜日15:00-17:00
毎腺2，4日曜日16:30-18:30

慈紘保育園
（湖北台） 活

用
の
条
件
基
本
原
則
：
ゞ
「
生
き

物
と
共
生
が
で
き
る
場
」
①
手
賀

沼
の
景
観
に
影
響
を
与
え
な
い
植
物

と
す
る
②
手
賀
沼
の
植
生
に
な
じ

む
土
着
性
が
高
い
植
物
と
す
る
③

農
薬
や
肥
料
は
使
用
せ
ず
、
沼
が
持

つ
潜
在
能
力
で
栽
培
す
る
④
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
構
築
物
は
設
置
し

な
い
⑤
事
業
計
画
書
と
事
業
経
過

報
告
書
を
作
成
し
、
栽
培
状
況
や
環

境
の
変
化
を
記
録
す
る
⑥
担
当
す

る
区
画
は
責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る

申
し
込
み
・
圖
募
集
要
領
を
電
話

で
手
賀
沼
課
に
請
求
し
、
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
２

月
お
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
７

１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役

所
手
賀
沼
課
・
内
線
５
６
８
へ
郵
送

ま
た
は
持
参

毎週木曜日
13:30-15;30

湖北台西小地
域交流教室

天王台北近隣
センター

毎週土曜日

女声合唱団大量蕊霊協’ 9:30-12;00

毎週月曜日
10:00-12:00

コール。アムール（女）
森下電7188-7260

井手口ホール

毎月第2．4金曜日
10;00-12;00

コール・てが（女）
鈴木盆7185-5095

我孫子地区公
民館(ｱｽﾀ内）

ロ

コール・ピュア（女)．
佐藤壷7189-3197

天王台北近隣
センター

毎週木曜日
19:00-21：00

混声合唱団「響」（混）
稲葉公7185-2053

天王台北近隣
センターほか

毎週日曜日
10:00-12:00

自然に早春を探そう！

観察会に参加しませんか

湖北台10丁目
自治会館ほか

毎臘1，3'5土職､第2‘4日曜日
18:00-20:30

シャウティング・フォックス（男）
片倉窓7187-1377

Ｌ
■
酢
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
１
１
１
■
■
０
０
１
Ⅱ
ｌ
■
Ⅱ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｐ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
０
Ｉ
Ｄ
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
１
１

女声アンサンブル碧（女）
高見公7184-5197

毎週金曜日
13:00-17:00

市民会館ほか

布佐南近隣セ
ンター

毎週火曜日女声合唱団布佐ポピーズ（女）
武内壷7188-7143 9:30-12;00

毎週月曜日
10:00-12:30

女声合唱団「道」（女）
河野壷7183-2351

柴崎神社参集殿
最
近
、
季
節
を
感
じ
る
環
境
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

内
で
も
数
少
な
い
谷
津
を
歩
き
、
自

然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
早
春
の
訪

れ
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
、
説
明
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
・
集
合
場
所
２
月
空
日
（
土
）

午
前
９
時
加
分
、
束
我
孫
子
駅
南
口

広
場
集
合
。
岡
発
戸
の
谷
津
を
歩
い

て
観
察
し
、
皿
時
犯
分
に
集
合
場
所

で
解
散
予
定
（
小
雨
実
施
・
荒
天
中

止
）

内
容
＊
植
物
：
早
春
の
草
を
見

つ
け
る
＊
生
き
物
…
最
も
早
い

時
期
に
産
卵
す
る
ア
カ
ガ
エ
ル
を

見
つ
け
る

定
員
先
着
犯
人

費
用
無
料

申
し
込
み
・
圏
電
話
で
２
月
”
一

日
ま
で
に
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６

４
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
垂
７
１

８
５
１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号

８
５
０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

毎週木曜日布佐南近隣セ
ンター

女声合唱団LaMere(女）
伊藤恋7189-0270 9130-12;00

シルバーエコーズ（混）
丸山念7188-9169

湖北台市民セ
ンター

毎月第2．4月曜日
10;00-12;00

プリムラコーラス（女）
柳壷7182-6032

毎週水曜日
10:00-12:00

市民プラザほか

※構成･･･(混)＝混声合唱団、(女)＝女声合唱団、（男)＝男声合唱団
※近隣センターなどの公共施設は、優先的に場所が確保されているものではありません

ヴ

~－－1-
I

屯

■

Ｉ

Ⅱ

■

文芸だより
可

俳句あびこ 短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切
りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室

一一一＆
」

竹内旦選山本寛太選

己
殿
１
．

Ｊ
Ｉ

Ｊ

Ｆ

戸

ば
ん

ふ
う
わ
り
と
母
を
背
負
ひ
て
ゐ
る
ご
と
し
形
見
の
半

て
ん繩
羽
織
り
て
温
し

小
島
順
也

元
旦
に
雅
子
妃
に
抱
か
れ
し
愛
子
ざ
ま
の
つ
ぷ
ら
な

瞳
に
希
望
わ
き
く
る

小
出
礼
子

一
』

新
年
を
孫
子
と
乾
杯
娘
の
家
に
独
り
の
わ
れ
も
極
楽

の
ご
と

馬
場
千
鶴
子

広
報
紙
「
あ
び
星
を
飾
る
縄
文
の
人
の
つ
け
た
る

蕊
の
ピ
ア
ス

青
木
正
子

貧
困
の
時
佳
筵
支
へ
く
れ
し
妻
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
に

今
を
た
の
し
む
須
田
博

若
者
ら
趣
簔
海
外
旅
行
す
と
い
ふ
に
中
年
吾
子
は
職

無
き

小
林
直
江

い
い
顔
の
孫
生
ま
れ
来
し
冬
の
朝
我
孫
子
の
空
の
青

く
澄
み
た
り

下
田
文
子み

ゆ
っ
く
り
と
坂
の
ぼ
り
ゆ
く
伊
豆
の
塁
熟
れ
た
る
蜜

か
ん柑
樹
々
に
か
が
や
く

石
河
和
子

ぎ
ん
じ
ゅ

傘
寿
て
ふ
こ
だ
わ
り
少
し
寒
の
紅
壁
谷
千
鶴
子

「
寒
卵
あ
り
ま
す
」
の
文
字
村
し
ず
か
青
山
陽
子

初
筑
波
女
体
男
体
す
こ
や
か
に
渋
谷
多
佳
子

古
井
戸
の
朽
ち
た
る
屋
根
に
寒
雀
町
田
み
ど
り

好
日
の
房
淳
道
篭
導
雲
認

ひ
た
す
ら
に
般
若
心
経
去
年
今
年
四
本
俊
行

ひ
と
ひ

短
日
や
孫
を
あ
や
し
て
一
日
終
ゆ
下
田
文
子

計
の
知
ら
せ
や
た
ら
に
多
し
寒
の
入
り
野
口
こ
う

I
ｌ

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
マ
ダ
ケ
の

林
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
タ
ケ
は
地

ふ
し

下
茎
を
伸
ば
し
、
所
々
の
節
か
ら
地

上
茎
を
出
す
の
で
、
竹
林
は
次
第
に

祭
り
手
。
夢
ケ
翰
竺
ウころ

ソ
ウ
チ
ク
よ
り
遅
く
、
五
～
六
月
頃

に
出
ま
す
。
成
長
が
速
く
、
一
日
に

二
二
セ
ン
チ
も
伸
び
た
と
い
う
記

録
が
あ
り
ま
す
。
筍
を
縦
に
割
る
と

既
に
節
が
た
く
き
ん
で
き
て
い
て
、

，「′

j4－

マダケ
(いね科）

口
日
日
ジ

ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
タ
ケ
類
の
生
長
点
は
、
各

り
ん

節
の
上
に
輪
状
に
並
ん
で
い
て
、
節

と
節
の
間
が
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
る
の
で

生
長
が
速
く
な
り
ま
す
。
葉
の
部
分

が
変
形
し
た
竹
の
皮
は
、
生
長
が
止

ま
っ
た
頃
脱
落
し
ま
す
。
マ
ダ
ケ
の

皮
は
長
く
て
し
な
や
か
な
の
で
、
食

ぞ
う
り

品
を
包
ん
だ
り
、
細
く
裂
い
て
草
履

を
編
ん
だ
り
し
ま
す
。

ま
だ
鍔
ど
呼
ば
れ
る
中
空
の
茎

ざ
る

は
縦
に
よ
く
割
れ
る
の
で
、
旅
や

か
ご篭
を
編
む
な
ど
、
竹
細
工
の
材
料

と
し
て
懐
手
。
竹
総
錆

花
し
て
枯
れ
ま
す
。
マ
ダ
ケ
は
開

花
し
て
も
種
子
が
棚
り
ま
せ
ん
が
、

地
下
茎
の
一
部
が
生
き
残
っ
て
回

復
し
ま
す
。

麦
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
中
学
生
用
剣
道
具

一
式
薪
井
云
７
１
８
２
１
２

０
３
８
）

＊
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
用
マ
ッ
ト

レ
ス
・
２
台
分
（
横
山
念
７
１

８
８
１
７
５
２
９
）

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

砿
論
し
て
く
だ
き
い
・
な
お
、

コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
赦
申
し
込
み

は
、
電
話
で
ふ
れ
あ
い
工
房
へ

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取
り
扱
う
品
物
は
、
日
用
雑

貨
等
の
耐
久
消
愛
財
で
す
。
衣

類
、
自
動
車
、
生
き
物
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
。

画
ふ
れ
あ
い
工
房
毒
７
１
８

６
’
１
５
５
０
０

不用品

情報

a

I
4

一

人口と世帯数(2月1日現在） 曜馳この広報紙は古紙100％再生紙を使用しています＊人口129,330人外国人817人心世帯数48,259世帯


